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石原歯研の
外観・室内



所在地 静岡県駿東郡長泉町

代 表 石原 義博 1961年（昭和36年）生まれ 57歳

設 立 1991年（平成3年）4月

スタッフ 歯科技工士1名 事務員1名

主な業務 クラウン・ブリッジ・セラミック等歯冠修復
【保険：全部金属冠、レジン前装金属冠、硬質レジンジャケット冠等】

【自費：陶材焼付金属冠、オールセラミック等】

その他 （公社）静岡県歯科技工士会 会長

石原歯研の概況



一人歯科技工所としての矜持

歯科技工士免許取得後、歯科診療所や歯科技工所に勤務して、改めて歯科補てつ
物等は歯科医療のための装置であるということを強く感じた。そして、歯科技工士は、
歯科医療に携わる専門職として、常に患者一人ひとりを身近に感じ、オーダーメイドの
歯科補てつ物等を責任をもって製作することによって、職務を全うしなければならない
と思っている。

■歯科診療所内の歯科技工室に勤務する歯科技工士に近い業務体制

①自ら集配を行なうことで、歯科医師からの指示書だけではなく、歯科医師と話し合
うことによって、歯科補てつ物等の製作に必要な細かな情報を直接聞くことができ
る。

②委託先の歯科診療所が５ｋm（車で10分程度）と近いため、シェードテイキング等
の立ち合いが容易である。

③全ての製作工程を自ら行うことで、歯科医療に携わっていることの責任感や遣りが
いが持てる。

④直接、歯科医師の評価を聞くことによって、自身のスキルアップに繋がる。

一人歯科技工所はその実践ができる！



一日の主な業務内容
時 間 業務内容 時 間 業務内容

8：00～8：30 出社（納品準備） 16:00～16：30 歯科技工業務

8：30～9：00 移動①（歯科技工物納品・受託のために歯科診療所） 16：30～17：00

9：00～9：30
移動②（シェイドテーキングのために歯科診療所⇔歯
科技工所）

17：00～17：30

9：30～10：00 受託歯科技工物の管理事務 17：30～18：00

10：00～10：30 歯科技工業務 18：00～18：30

10：30～11：00 18：30～19：00 歯科技工業務

11：00～11：30 19：00～19：30

夕食・休憩
11：30～12：00 歯科技工業務 19：30～20：00

12：00～12：30
昼食・休憩

20：00～20：30 歯科技工業務or歯科技工士会会務処理

12：30～13：00 20：30～21：00

13：00～13：30
歯科技工業務

21：00～21：30

13：30～14：00 21：30～22：00

14：00～14：30 22：00～22：30

14：30～15：00 22：30～23：00 歯科技工業務or歯科技工士会会務処理

15：00～15：30 23：00～23：30 休憩

15：30～16：00 歯科技工業務 23：30～0：00 就寝・・・・・・・・起床（7：30）



一週間の主な業務内容

曜 日 歯科技工業務 日技会務 県技会務

月曜日 歯科技工業務

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日 日技会務

土曜日 歯科技工業務 県技会務

日曜日 県技研修会



石原歯研の近年の傾向

●う蝕の減少等により、委託される歯科補てつ物等が微減傾向である。

●貴金属価格の高騰や患者の審美的な関心の高まりから、金属による修復
が減り、レジンやセラミックによる修復が増加している。

●ジルコニア等オールセラミック修復物が加わり、従来からの陶材焼付金属
冠が減少傾向である。

歯科技工業務内容



石原歯研の業務改善のための取り組み

●現在の所、業務の改善を必要としていないが、CAD/CAM等の高額な設
備を導入することは負担が大きいためメーカーとの連携を検討している。

● CAD/CAM等の設備がなく、製作できない歯科補てつ物は、製作できる歯
科技工所を歯科診療所に紹介する。

●義歯等、石原歯研で扱っていない歯科補てつ物は、製作できる歯科技工
所を歯科診療所に紹介することもある。

●主な歯科技工業務内容をクラウン・ブリッジ・セラミック等に特化している
ため、その範囲で信頼してくれる歯科診療所からの依頼が主である。

●委託された仕事に対し懸命に取り組んでいると、こだわりや思いが強く、
結果的に長時間の歯科技工業務になることもあるが、時間配分を１週間
単位で考えて健康を害しないように配慮している。

●一人歯科技工所は、言うまでもなく歯科技工所のオーナーでもあることか
ら、ストレスをためないように有効な生活の時間配分を行なっている。



CAD/CAM等近年の歯科技工技術の活用状況

●取引先の歯科診療所内にCAD/CAMシステムが導入されている為、依頼さ
れることはない。

●一人歯科技工所の場合、出来ないものは出来ないで済んでしまう。



（公社）静岡県歯科技工士会の取り組み（参考）

●（公社）静岡県歯科技工士会では、人手不足への対応として、無料職業紹介
事業を実施している。育児や定年で退職した歯科技工士にパートタイムでの
就労も選択肢とした雇用を斡旋している。

歯科技工士の働き方について

●県条例により全ての産業廃棄物排出事業所に廃棄物処理場の実地確認が
義務付けられているが、組織で代行することにより歯科技工所業務の一助と
なっている。

法令を遵守するための効率的対応について



（公社）静岡県歯科技工士会で発行している
処分場実地確認証（参考）



検討会に期待する事

●歯科技工士を取り巻く環境は、今まさに変革期を迎えている。就業歯科技
工士の高齢化や歯科技工士を目指す若者の減少による労働力不足が叫
ばれる中、デジタル技工の著しい進歩は従来の技工作業を大きく変えよう
としている。しかし、その使用者は歯科技工士であることから、主体性を
持ってデジタルテクノロジーの波に翻弄されないよう、未来を見据えた歯
科技工士教育を検討していただきたい。

●従来の基本的歯科技工技術の習得に加えて、デジタル技工にも対応した
新たな教育カリキュラム、現場に身を置き日常を見学する「臨地実習」、そ
して患者を身近に感じて歯科技工を行なうためのチェアーサイドの業務や
訪問歯科診療に帯同するなどに必要な教育を追加し、実態に則した魅力
ある教育を行うことによって、新規就労後に早期離職することのないように、
歯科技工士を志した者の将来を第一に考えた議論をしていただきたい。



歯科技工士の
明るい未来に
向けた提言

2016.12.08

少子高齢化が進む我が国で、口腔

の健康管理の徹底が健康寿命の延

伸に貢献することが注目されてい

ます。しかし、そこに関わる歯科

技工士の労務環境は、長時間労働、

低賃金、離職、若年歯科技工士の

減少など、将来、持続的に質の高

い歯科補綴物等を供給することが

困難な状況が予測されることから、

その改善のために以下を提言しま

す。

1 歯科の医療費の適正な評価

• 歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士、そして歯科関連企業の多くが公的
医療保険制度の中で対価を得ていることから、協力して適正な評価を求
めます。

• 超高齢社会における歯科医療・口腔保健の重要性を、歯科界が一体と
なって国民にアピールすることを要望します。

2 超高齢社会における歯科技工士の業務の在り方

• 近年の歯科保健医療を取り巻く状況の変化に伴い、診療室内でのシェー
ドテイキング、人工歯の選択などチェアサイドでの歯科技工士に関連す
る業務の評価や、地域包括ケアシステムを推進する中での歯科訪問診療
における歯科技工士の業務の在り方の検討を要望します。

• 業務の在り方の検討に伴い、いわゆる「歯科技工加算」の適正な評価を
要望します。

3 製作技工に関する費用の考え方の周知

• 歯冠修復及び欠損補綴の円滑な実施が良質な歯科医療の確保に資すると
いう趣旨を共有することを要望します。

• 製作技工に関わる主な項目と所定点数を周知することを要望します。



ご清聴ありがとうございました。


